
 

令和7年2月19日 開会・閉会 

 
 

 
令和７年２月  

 
 

富山地区広域圏事務組合議会定例会  
 

会    議    録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

富山地区広域圏事務組合議会  





 

本定例会に付議された議案件名  

 
 
 

議案第 １ 号 令和７年度富山地区広域圏事務組合一般会計予算  
 
 議案第 ２ 号  令和６年度富山地区広域圏事務組合一般会計補正  
         予算（第１号）  
  
 議案第 ３ 号  富山地区広域圏事務組合個人情報の保護に関する  

法律施行条例の一部を改正する条例制定の件  
 
 議案第 ４ 号  富山地区広域圏事務組合監査委員の選任に関し同  

意を求める件  
 
 報告第 １ 号  専決処分について承認を求める件（損害賠償請求  

に係る和解の件）  
 
 議員提出議案第１号  富山地区広域圏事務組合議会の保有する個人情報  

の保護に関する条例の一部を改正する条例制定の  
件  

 
 
 
 
 
 



令和７年２月富山地区広域圏事務組合議会定例会 
 

会 議 録 目 次  

 

 
全   号（２月１９日）  
議 事 日 程  ··························································· １  
本日の会議に付した事件  ················································ １  
出・欠席議員の氏名  ······················································ ２  
説明のため出席した者  ··················································· ３  
職務のため議場に出席した職員  ········································ ３  
開    会  ······························································ ４  
開    議  ······························································ ４  
議 席 の 指 定 ······························································ ４  
会議録署名議員の指名  ··················································· ４  
会 期 の 決 定  ······························································ ５  
提案理由の説明  ··························································· ５  
議案の質疑・討論・採決  ················································ ８  
議員提出議案提案理由の説明  ··········································· ９  
議案の質疑・討論・採決  ············································· １０  
理 事 長 挨 拶  ··························································· １１  
閉    会  ··························································· １１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議  事  日  程  
 

令和７年２月１９日(水) 

午後２時５８分  開議  
 
 

第１   議席の指定  
 
第２   会議録署名議員の指名  
 
第３   会期決定の件  
 
第４   議案第１号、議案第２号、議案第３号、  
     議案第４号、報告第１号  
 
第５   議員提出議案第１号  

 
 
 
 

本日の会議に付した事件  
 
 

日程第１   議席の指定  
 
日程第２   会議録署名議員の指名  
 
日程第３   会期決定の件  
 
日程第４   議案第１号、議案第２号、議案第３号、  

        議案第４号、報告第１号  
 

日程第５   議員提出議案第１号  
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出 席 議 員（１７人）  
 

１ 番   金  岡  貴  裕  
２ 番   澤  田  和  秀  
３ 番   髪  口  清  隆  
４ 番   岡  部     享  
５ 番   髙  道  秋  彦  
６ 番   村  上  紀  義  
７ 番   竹  原  正  人  
８ 番   堀  田  喜 久 男 
９ 番   尾  上  一  彦  

   １０ 番   松  井  桂  将  
１１ 番   横  野     昭  
１２ 番   谷  口  寿  一  
１３ 番   原        明  
１４ 番   松  谷  英  真  
１５ 番   古  川  元  規  
１６ 番   鋪  田  博  紀  
１７ 番   高  田  重  信  

 
 
欠 席 議 員（０人）  
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説明のため出席した者  
 

理 事 長 

副 理 事 長 

理 事 

理 事 

理 事 

 

 

 

 

 

藤  井  裕  久 

舟  橋  貴  之 

水  野  達  夫 

中  川  行  孝 

渡  辺     光 

事 務 局 長 

会 計 管 理 者 

事 務 局 次 長 

ク リ ー ン セ ン タ ー 所 長 

リサイクルセンター所長 

衛 生 セ ン タ ー 所 長 

 

 

山  森     豊 

森     俊  彦 

田  口     衛 

駒  見     潤 

熊  本     正 

北  野  浩  行 

 

 

 

 

職務のため議場に出席した職員 

 

クリーンセンター所長代理 

事 務 局 副 主 幹 

 

福  村  紀  之 

塩  岡  睦  美 
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◇    ◇    ◇  
開          会 

午後２時５８分 開会  
 
〇議長（横野昭 君）  

た だ いま から 、 令和 ７ 年２ 月 富 山地 区 広域 圏事 務 組合 議 会定 例会を

開会いたします。  
 
 

◇    ◇    ◇  
開          議 

午後２時５８分 開議  
 
〇議長（横野昭 君）  

会議を開きます。欠席議員の報告はありません。  
本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。  

 
 

◇    ◇    ◇  
議 席 の 指 定 

 

 

〇議長（横野昭 君）  
これより、日程第１ 議席の指定を行います。  

 今 回、 新た に当選 さ れま した 滑川市 選 出の  竹 原 正 人  君 、舟 橋村

選 出 の 古川  元規  君の 議席 につき ま して は、 会議規 則 第四 条第 二項

の 規 定に より 、議長 に おい て、 お手元 に 配布 して ありま す 新議 員名 簿の

とおり、指定いたします。  
 
 

◇    ◇    ◇  
会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

 

〇議長（横野昭 君）  
これより、日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。  
会 議 規 則 第 ９ ６ 条 の 規 定 に よ り 、 会 期 中 の 会 議 録 署 名 議 員 に 、 ２ 番  

澤 田  和 秀  君 、 １ ０ 番  松 井  桂 将  君 、 １ ４ 番  松 谷  英 真  君  
を指名いたします。  
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◇    ◇    ◇  
会  期  の  決  定 

 
○議長（横野昭 君）  
 次に、日程第３ 会期決定の件を議題といたします。  
 お諮りいたします。  
 本 定例 会の 会期は 、 本日 １日 間とい た した いと 思いま す が、 これ に御

異議ありませんか。  
 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ）  
 

○議長（横野昭 君）  
 御異議なしと認めます。  
 よって、会期は、本日１日間と決定いたしました。  
 
 

◇    ◇    ◇  
提  案  理  由  の  説  明 

 
○議長（横野昭 君）  
 次 に、 日程 第４ 議 案第 １号 から議 案 第４ 号ま で、及 び 報告 第１ 号、

以上５件を一括議題といたします。  
 理事長から提案理由の説明を求めます。  
 藤井理事長。  
 

（理事長 藤井裕久 君 登壇）  
 
○理事長（藤井裕久 君）  
 令 和７ 年２ 月富山 地 区広 域圏 事務組 合 議会 定例 会の開 会 にあ たり 、提

出しました案件の概要について申し上げます。  
は じ めに 、我 が 国の 景 気の 先行 き につ き まし ては 、 雇用 ・ 所得 環境が

改 善 する 下で 、各種 政 策の 効果 もあっ て 、緩 やか な回復 が 続く こと が期

待 さ れて おり ます。 し かし なが ら、欧 米 にお ける 高い金 利 水準 の継 続や

中 国 にお ける 不動産 市 場の 停滞 の継続 に 伴う 影響 など、 海 外景 気の 下振

れ が 我が 国の 景気を 下 押し する リスク と なっ てお ります 。 また 、物 価上

昇 、 アメ リカ の政策 動 向、 中東 地域を め ぐる 情勢 、金融 資 本市 場の 変動

等の影響に十分注意する必要があるなど、地方公共団体を取り巻く環境  
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は、依然として厳しいものとなっております。  
また、地球温暖化の進行や気候変動がもたらす異常気象をはじめ、様々

な 環 境問 題に 直面し 、 持続 可能 な社会 へ の変 革が 一層求 め られ るな か、

一 般 廃棄 物行 政にお け る地 方自 治体の 責 務と 役割 も、ま す ます 大き なも

のとなっております。  
こ の こと から 、 当組 合 では 、厳 し い財 政 状況 を踏 ま えて 、 さら なる事

務 事 業の 見直 しを進 め ると とも に、構 成 市町 村と 連携を 図 りな がら 、廃

棄 物 の減 量化 ・再資 源 化に 取り 組み、 環 境行 政を 推進し て まい る所 存で

ご ざ いま すの で、議 員 各位 の一 層のご 指 導、 ご協 力を賜 り ます よう お願

いを申し上げます。  
次に、クリーンセンターについて申し上げます。  
可 燃 ごみ の焼 却 処理 に つき まし て は、 ダ イオ キシ ン など の 環境 汚染物

質 の 発生 を抑 制し、 安 全面 と衛 生面に 万 全を 期し た施設 運 営を 行う とと

も に 、焼 却熱 を利用 し た発 電等 により 、 経費 の節 減にも 努 めて まい りま

す。  
ま た 、一 般廃 棄 物処 理 施設 整備 基 金を 活 用し 、設 備 更新 計 画に 基づき

経 年 劣化 した 設備の 更 新を 実施 するこ と とし てお り、令 和 ７年 度は バグ

フ ィ ルタ ー集 じん装 置 をは じめ 各種設 備 の整 備を 行い、 安 定的 、継 続的

な施設の運転管理に努めてまいりたいと考えております。  
次に、リサイクルセンターについて申し上げます。  
「 プ ラス チッ ク に係 る 資源 循環 の 促進 等 に関 する 法 律」 に 基づ き国の

認 定 を受 け、 令和６ 年 ４月 から 構成市 町 村の なか でも先 行 して 実施 して

い る 富山 市と 緊密に 連 携し 、プ ラスチ ッ ク資 源の 一括回 収 及び 再商 品化

に引き続き取り組んでまいります。  
リ サ イク ルプ ラ ザに お いて は、 不 用と な った 自転 車 や家 具 など のリサ

イ ク ルを 通じ て、再 利 用の 促進 を図る と とも に、 廃棄物 の 抑制 に努 めて

まいります。  
次に、衛生センターについて申し上げます。  

し 尿 ・浄 化槽 汚泥の 搬 入量 につ いては 、 下水 道普 及率の 向 上や 人口 減少

などの要因があるものの、近年は横ばいの傾向となっております。  
衛 生 セン ター の 施設 整 備に つき ま して は 、昭 和５ ８ 年に 建 設さ れたし

尿 処 理棟 の老 朽化が 著 しい ため 、令和 ５ 年度 に策 定した 長 寿命 化総 合計

画 に 基づ き、 令和７ 年 度か ら３ 年をか け て、 基幹 的施設 整 備事 業を 実施

してまいります。  
次に、エコロセンターについて申し上げます。  
構 成 市町 村で 捕 獲さ れ たイ ノシ シ など の 有害 鳥獣 の 焼却 処 分に ついて

は 、 引き 続き 環境へ の 負荷 軽減 に努め 、 安全 かつ 計画的 に 焼却 施設 の運

転管理を行ってまいります。  
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次に、常願寺ハイツスポーツ公園について申し上げます。  
当 施 設に つい て は、 平 成１ ８年 度 から 指 定管 理者 制 度を 導 入し ており

ま す 。毎 年、 多くの 住 民の 利用 があり 、 指定 管理 者制度 の 導入 が大 きな

成 果 を上 げて いるも の と評 価を してお り ます 。今 後とも 、 指定 管理 者と

連 携 を図 りな がら、 地 域住 民の スポー ツ 振興 と健 康増進 に 努め てま いり

たいと考えております。  
次に、提出いたしました案件について、その概要を申し上げます。  
ま ず 、令 和７ 年 度一 般 会計 であ り ます が 、予 算規 模 につ い ては 、対前

年 度 当初 予算 比、４ ． ８％ 増の ４２億 ５ ，２ ７３ 万余円 を 計上 して おり

ます。  
歳 入 予算 では 、 クリ ー ンセ ンタ ー の余 剰 電力 売払 収 入に お いて 、国の

固定買取制度が終了し、売電単価が下がることにより減収となるものの、

能 登 半島 地震 に伴う 災 害廃 棄物 の受託 事 業等 によ り、総 額 は増 収と なっ

ております。  
ま た 、歳 出予 算 では 、 設備 更新 計 画に 沿 って 基金 を 繰入 れ て行 う施設

整 備 費が 増額 となる と とも に、 焼却灰 や 有害 ガス 等の処 理 薬品 や整 備用

消 耗 品等 の価 格高騰 、 修繕 料の 増など 、 施設 の維 持管理 費 の増 加傾 向が

続いております。  
歳 出 予算 の内 訳 とし ま して は、 組 合費 で は、 議会 費 とし て １２ ７万余

円 、 事務 局費 として ４ ，１ ８７ 万余円 、 第２ 次救 急医療 対 策事 業を 実施

す る 圏域 内５ 病院に 対 し補 助を 行う衛 生 費と して ３，４ ９ ５万 余円 、常

願 寺 ハイ ツス ポーツ 公 園の 維持 管理費 と して ２， ３９４ 万 余円 を計 上し

ております。  
清 掃 事業 等に 係 る衛 生 費で は、 ご み処 理 事業 費に つ いて は 、ク リーン

セ ン ター の設 備更新 に 要す る経 費や管 理 ・運 営に 要する 経 費な ど、 ３０

億７８１万余円を計上しております。  
リ サ イク ル事 業 費に つ きま して は 、リ サ イク ルセ ン ター の 設備 更新に

要 す る経 費の ほか、 施 設の 維持 管理や リ サイ クル 活動推 進 費、 容器 包装

廃 棄 物及 びプ ラスチ ッ ク資 源の 中間処 理 に要 する 経費な ど 、６ 億８ ，９

６２万円を計上しております。  
し 尿 処理 事業 費 につ い ては 、衛 生 セン タ ーの 施設 整 備に 要 する 経費や

管 理 ・運 営に 要する 経 費な ど、 ２億６ ， ８７ ５万 余円を 計 上し てお りま

す。  
 施 設建 設事 業費に つ いて は、 一般廃 棄 物処 理施 設整備 基 金の 運用 益を

基金に積み立てる経費として、１７３万円を計上しております。  
有害鳥獣処理事業費については、有害鳥獣焼却施設の管理・運営に要  

する経費など、６，３８４万余円を計上しております。  
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 公 債費 につ いては 、 施設 整備 に係る 組 合債 の元 利償還 金 １億 １， ３９

１万余円及び予備費として５００万円を計上しております。  
次に、令和６年度一般会計の補正予算の概要について申し上げます。  
令 和 ６年 度一 般 会計 補 正予 算に つ きま し ては 、歳 入 歳出 そ れぞ れ７億

５ ， ５２ ６万 円を追 加 し、 歳入 歳出予 算 の総 額を ４８億 １ ，３ ２９ 万１

千円としております。  
歳 出 予算 につ き まし て は、 まず 、 組合 費 にお きま し て、 地 方財 政法の

規 定 に基 づき 令和５ 年 度の 決算 剰余金 の 一部 を財 政調整 基 金へ 積み 立て

るものとして、３億７，１００万円の増額補正を行うものでございます。  
ま た 、衛 生費 で は、 リ サイ クル 事 業費 に おい て、 缶 プレ ス 品な どのリ

サ イ クル 品売 払収入 な どが 当初 見込み を 上回 った ことか ら 、構 成市 町村

へ 支 払う リサ イクル 報 償金 など の経費 に つい て８ ，６４ ０ 万円 、ま た、

プ ラ スチ ック 資源一 括 回収 のプ ラスチ ッ ク製 品の 混入割 合 が当 初の 見込

み を 上回 った ことか ら 処理 委託 料につ い て２ ，６ １６万 円 の増 額補 正を

行うものであります。  
さ ら に、 施設 建 設事 業 費で は、 令 和５ 年 度の 決算 剰 余金 の 一部 と、今

年 度 の歳 入に おいて 当 初見 込み を上回 っ た余 剰電 力売払 収 入の 一部 を一

般 廃 棄物 処理 施設整 備 基金 に積 み立て る もの とし て、２ 億 ７， １７ ０万

円の増額補正を行うものであります。  
次に、予算以外の案件について申し上げます。  
条 例 案件 につ き まし て は、 富山 地 区広 域 圏事 務組 合 個人 情 報の 保護に

関する法律施行条例の一部を改正する条例制定の件の１件であります。  
そ の 他案 件に つ いて は 、富 山地 区 広域 圏 事務 組合 監 査委 員 の選 任に関

し同意を求める件など２件であります。  
以上が、今回提出いたしました案件の概要であります。ご審議のうえ、

議決を賜りますようお願いを申し上げます。  
 
 

◇    ◇    ◇  
議 案 の 質 疑 ・ 討 論 ・ 採 決 

 
○議長（横野昭 君）  

こ れ より 、議 案 第１ 号 から 議案 第 ４号 ま で、 及び 報 告第 １ 号、 以上５

件を一括して、質疑に入ります。  
 質疑はありませんか。  
 
 
 

－  ８  －  



○議長（横野昭 君）  
 質疑なしと認めます。  
 以上で、質疑は終結しました。  
 
○議長（横野昭 君）  
 こ れよ り、 議案第 １ 号か ら議 案第４ 号 まで 、及 び報告 第 １号 、以 上５

件を一括して、討論に入ります。  
 討論はありませんか。  

 
○議長（横野昭 君）  
 討論なしと認めます。  
 以上で、討論は終結しました。  
 
○議長（横野昭 君）  
 こ れよ り、 議案第 １ 号 令和 ７年度 富 山地 区広 域圏事 務 組合 一般 会計

予 算 、議 案第 ２号 令 和６ 年度 富山地 区 広域 圏事 務組合 一 般会 計補 正予

算（第１号）、議案第３号 富山地区広域圏事務組合個人情報の保護に関

す る 法律 施行 条例の 一 部を 改正 する条 例 制定 の件 、議案 第 ４号  富 山地

区 広 域圏 事務 組合監 査 委員 の選 任に関 し 同意 を求 める件 、 及び 報告  第

１ 号  専 決処 分につ い て承 認を 求める 件 、以 上５ 件を一 括 して 、採 決い

たします。  
 各案件は、原案のとおり決することに御異議ありませんか。  
 

（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ）  
 
○議長（横野昭 君）  
 御異議なしと認めます。  
 よって、各案件は、原案のとおり可決、同意、承認されました。  
 
 

◇    ◇    ◇  
議員提出議案提案理由の説明 

 
○議長（横野昭 君）  

次に、日程第５ 議員提出議案第１号を議題といたします。  
高田 重信 君から提案理由の説明を求めます。  
１７番。  

 
－  ９  －  



（議案提出議員 高田重信 君 登壇）  
 
○議案提出議員（高田重信 君）  

議 員 提出 議案 第 １号  富山 地区 広 域圏 事 務組 合議 会 の保 有 する 個人情

報 の 保護 に関 する条 例 の一 部を 改正す る 条例 制定 の件に つ いて 、提 案理

由の説明を申し上げます。  
本 条 例の 改正 に つき ま して は、 刑 法等 の 一部 を改 正 する 法 律等 の施行

に伴い、関係条例について所要の改正を行うものであります。  
何とぞよろしく御審議の上、全員一致をもって御賛同を賜りますよう、

お願いを申し上げます。  
 
 

◇    ◇    ◇  
議 案 の 質 疑 ・ 討 論 ・ 採 決 

 
○議長（横野昭 君）  

これより、議員提出議案第１号について、質疑に入ります。  
 質疑はありませんか。  
 
○議長（横野昭 君）  
 質疑なしと認めます。  
 以上で、質疑は終結しました。  
 
○議長（横野昭 君）  
 これより、議員提出議案第１号について、討論に入ります。  
 討論はありませんか。  

 
○議長（横野昭 君）  
 討論なしと認めます。  
 
○議長（横野昭 君）  

こ れ より 、議 員 提出 議 案第 １号  富山 地 区広 域圏 事 務組 合 議会 の保有

す る 個人 情報 の保護 に 関す る条 例の一 部 を改 正す る条例 制 定の 件を 採決

いたします。  
本案件は原案のとおり決することに御異議ありませんか。  

 
 
 

－  １０  －  



（ 「異議なし」と呼ぶ者あり ）  
 
○議長（横野昭 君）  
 御異議なしと認めます。  
 よって、本案件は、原案のとおり可決されました。  
 

以上で、本定例会に付議されました案件は、すべて終了いたしました。  
 藤井理事長挨拶。  
 
 

◇    ◇    ◇  
理  事  長  挨  拶 

 
○理事長（藤井裕久 君） 

 議 員各 位に は、市 町 村議 会開 会前の た いへ んお 忙しい 中 、富 山地 区広

域 圏 事務 組合 ２月定 例 会に ご出 席を賜 り まし て、 誠にあ り がと うご ざい

ました。 

 ま た、 ただ いま提 出 いた しま した案 件 につ いて 、議決 を いた だき 、厚

くお礼を申し上げます。 

 暦 の上 では 、もう す でに 春と いうこ と でご ざい ますが 、 まだ まだ 寒い

日 が 続き ます ので、 議 員各 位に は、健 康 に十 分ご 留意い た だき ます とと

も に 、今 後と も、当 広 域圏 発展 のため 、 ご尽 力賜 ります よ うお 願い 申し

上げまして、閉会のあいさつといたします。  
 
 

◇    ◇    ◇  
閉          会 

 

○議長（横野昭 君）  
 令 和７ 年２ 月 富 山 地区 広域 圏事務 組 合議 会定 例会を 閉 会い たし ます。 

 
 
 
 

午後３時１７分 閉会  
 
 
 

－ １１ － 


